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交換装置容量計算書

１．内線数
Ｎla＝Ｓa＋Ｓfax＋Ｓl
Ｎlt＝Ｓd＋Ｓb＋Ｓp
ここに Ｎla：アナログ内線数

Ｎld：デジタル内線数
Ｓa：アナログ電話機（一般及び多機能）台数
Ｓfax：Ｇ３ファクシミリ（ダイヤルイン端末となるもの）台数
Ｓl：長距離内線（内線延長）数
Ｓd：長距離内線（内線延長）数
Ｓd：データ端末機（端末機及びデジタル電話機）台数
Ｓb：ＩＳＤＮ端末機（ＩＳＤＮネット64）、Ｇ４ファクシミリ台数
Ｓp：ＩＳＤＮ端末機（ＩＳＤＮネット1500）台数

Ｓa＝ｋ・Ｓ＋Ｔとし、収容人員のみならず業務内容、将来の増築（増員）等も考慮し、
入居官署と打合せの上決定する。

ｋ：内線算出係数（0.6～0.9）
Ｓ：収容人員
Ｔ：会議室等に必要な電話機台数

Ｓa＝ 0.8 × 272 ＋ 13 ＝ 231
Ｎla＝ 231 ＋ 9 ＋ 10 ＝ 250
Ｎld＝ 37 ＋ 3 ＋ 0 ＝ 40

アナログ内線数：Ｎla＝ 250 （回線）
デジタル内線数：Ｎld＝ 40 （回線）

２．外線数
Ｍla＝Ｓa＋Ｍfax
Ｍld＝Ｍd＋Ｍi
Ｍfax＝Ｓfax・（2～3）
Ｍd＝Ｓd・（3～4）
Ｍi＝（2・Ｓb＋n・Ｓp）・（3～4）
ここに Ｍla：呼量を加味したアナログ換算内線数

Ｍld：呼量を加味したデジタル換算内線数
Ｍfax：アナログファクシミリ換算内線数
Ｍd：データ端末機換算内線数
Ｍi：ＩＳＤＮ端末機換算内線数
ｎ：ＩＳＤＮネット1500の必要チャンネル数

Ｍla＝ 9 × 3 ＝ 27
Ｍld＝ 37 × 4 ＝ 148

Ｍfax＝ （2 × 3 ＋ 23 × 0 ）× 4 ＝ 24
Ｍd＝ 231 ＋ 27 ＝ 258
Ｍi＝ 148 ＋ 24 ＝ 172
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